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研究成果の概要：熱帯季節林における3年間の調査により得られた、熱帯季節林で
の細根の現存量、組成と土壌動物群集の構造（グループの構成）から、細根の
組成は、土壌動物の種類構成に影響していることが明らかとなった。細根の現
存量と土壌動物の個体数には高い相関性が見いだされた。さらに、細根と土壌
動物の現存量の間にも相関性が認められた。土壌動物群集の維持における細根
の重要性が明らかとなった 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 2,500,000 0 2,500,000 

2006 年度 2,400,000 0 2,400,000 

2007 年度 2,300,000 690,000 2,990,000 

2008 年度 2,300,000 690,000 2,990,000 

  年度  

総 計 9,500,000 1,380,000 10,880,000 

 
 
研究分野：農学 
科研費の分科・細目：森林学・森林科学 
キーワード：熱帯季節林、土壌動物、フタバガキ林、細根現存量、 分解系、養分蓄積、炭素動

態、窒素動態 
 
１．研究開始当初の背景 
 

森林生態系における物質循環などの機能は、

地上部の樹木と分解者の相互作用の上に成

り立っている。２０世紀には、熱帯林研究が

地上部の生産機構の解明に向けられ、そうし

た研究から地上部生産を支えている土壌に

おける分解者の機能解明の重要性が指摘さ

れてきた。２１世紀には、地上部生産と土壌

における分解系の相互作用についての研究

が、森林生態系の機能解明において重要な 

究課題となっている。 

 

２．研究の目的 

土壌分解系は、地上部からの有機物と土壌

の細根からの有機物供給により維持されて

いる。温帯の土壌では、毎年土壌分解系に



供給される有機物に比べて、多量の土壌有

機物が蓄積している。その結果、温帯の研

究では、土壌に供給される有機物と土壌分

解者の相互関係を明らかにすることが困難

であった。 
熱帯林では、土壌有機物の蓄積が乏しい。

その結果、毎年、土壌に供給される有機

物（落葉や細根）を利用して土壌分解系

が維持されていることが指摘されてい

る。熱帯林は、森林生態系における生産

者と分解者の相互関係解明の実験場と

して最適な生態系を提供している。 

本研究は、申請者グループによるこれ

までの研究において物質循環機構の

モデルが作成され、土壌動物や樹木に

ついて生態学的な情報の蓄積してい

る、タイの熱帯林をモデル調査地とし

て選び、土壌における細根の生産とそ

れを利用する土壌動物群集の関係を

明らかにすることを目的とする。 

 
３．研究の方法 
 
タイの熱帯常緑季節林、熱帯落葉樹林（サケ

ーラート実験林、National Research Council 

Thailand (NRCT)）に調査地を設定した。こ

の調査地の森林生態系について、申請者のプ

ロジェクトにおいて、すでに、樹木の組成、

落葉の供給量、落葉分解の実験、物質循環、

土壌動物群集などの研究が行なわれている。

今回の研究では、土壌における細根の現存量

とその成長速度の測定、それを利用する土壌

動物群集の構造の相互関係を明らかにする

ことを目的とした。 

各調査地において、乾燥フタバガキ林《DDF》,

常緑季節林《DEF》,熱帯落葉混交林（MDF）

に５０ｍｘ５０ｍの調査プロットを設定し

た。調査プロットの半分は、野外での細根の

生産と分解と土壌動物の調査に用いた。さら

に、半分の調査地において操作実験を実行し

た。野外での土壌動物と根の調査を、2005 年

9 月、2006 年 2 月 2008 年 8 月に 3 つの調査

地において調査した。また、土壌における細

根の生産量を、2006 年 2 月から 2006 年 11 月

までイングロースコアー法により推定した。

また、土壌における細根の分解実験を実行し

た。土壌における細根の現存量、生産量、分

解量を測定し、それを利用する土壌動物の現

存量、種類構成について調査した。 

 

４．研究成果 

細根の現存量： 

3 つの調査地での細根の現存量を推定した。

細根の現存量は、乾燥フタバガキ林（DDF）、

常緑季節林（DEF）、熱帯落葉混交林（MDF）

において、一ヘクタールあたり 11.6 トン、

7.54 トン、11.1 トンであった。現存量の高い

熱帯落葉混交林では、他の森林に比べて、土

壌における窒素、炭素、リン、カルシウムの

蓄積が高かった。このことは、細根の現存量

が、土壌における養分の蓄積量と関係してい

ることを示唆した。 

細根の生産量 

3 つの調査地において、細根の年間での生産

量を測定した。年間での根の生産量は、乾燥

フタバガキ林（DDF）、常緑季節林（DEF）、

熱帯落葉混交林（MDF）において、一ヘクタ

ールあたり、2 トン、1.9 トン、3.1 トンであ

り。現存量と同様に、熱帯落葉混交林で高か

った。 

根の分解量 

3 つの森林において、根の分解速度をルート

バッグ法により測定した。根の分解速度は、

熱帯落葉混交林で高かった。その原因として、

熱帯落葉混交林では、根に占める草本の根の

量が高く、それらの根の分解速度が高いこと

により説明された。根の分解実験の結果を表



1 に示す。 

 

 

土壌動物の個体数と現存量 

表２に 3つの調査地における土壌動物の個体

数を示す。3 つの森林において社会性の土壌

動物のシロアリとアリ類が優占していた。熱

帯での根を食べるシロアリ類は、笹の多い

DDF 森林において優占していた。シロアリ全

体では、根の量との関係は明瞭でなかったが、 

シロアリの食性を分けることにより、根に依

存したシロアリの個体数と値の量に相関性

が認められた。3 つの調査地において 5-6 個

のサンプルを採集し、根と土壌動物の関係を

検討したかっか、土壌動物は根の多い調査区

で多い傾向が認められた。 

 

土壌における細根の現存量、生産が土壌動物

に及ぼす効果について、次のことを 3年間で

の根と土壌動物の調査から結論できる。 

 

熱帯の常緑季節林、乾燥フタバガキ林、熱帯

落葉混交林における、土壌での細根の構成が、

異なっていた。乾燥フタバガキ林では、根の

量の半分程度が,下層植生のササ類により占

められていた。それらの、ササの根を食物源

とするシロアリが優占していた。熱帯落葉混

交林では、根は草本性の根の割合が高く、そ

れらの草本性の根の分解が早いことが特徴

であった。熱帯季節林では、,Hopea 属の樹木

の根が現存量、生産量において高い割合を占

めていた。このように、土壌動物に供給され

る根の質と量に相違が有った。 

 

さらに、根の現存量、生産速度、分解率から、

表 3 に示すように、3 つの森林での根の回転

速度を求めると、 

 

3 つの森林での細根の回転速度は、熱帯落葉 

 

混交林（MDF）で高い。また、ササ類の回転

速度は、樹木の根と同じ程度の回転速度を示

した。 

 

土壌における細根の現存量、構成、回転速度

の違いは、土壌動物への供給される根の有機

物の組成の違いを生み出し、さらに、それを

利用する土壌動物群集の構造に影響してい

る。また、根からの有機物の組成の違いは、

それを直接利用する微生物群集の成長に影

響している。根の現存量、回転速度の高い、

熱帯混交林において、根の回転速度を通じて

高い物質循環速度が認められた。以上の結果

から、熱帯では土壌の有機物蓄積が少なく、

土壌における根の有機物供給の重要性性が



明らかにされ、土壌における根の生産に依存

した土壌動物の特徴が明らかにされた。 
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